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　はじめに

ヤリマンボウ Masturus lanceolatus（Liénard, 1840）

は，日本国内の幅広い地域から出現が確認されて

いるが，本種の出現自体は稀であるため，生態的

知見は非常に乏しい（波戸岡・萩原，2013；小枝

ほか，2016；澤井・山田，2017）．特に，鹿児島

県内における本種の記録はまだ 3 例目であり，こ

れまで解剖による調査は実施されていない（小枝

ほか，2016；澤井・山田，2017）．

そこで，このたび澤井・山田（2017）で報告

した鹿児島県産ヤリマンボウ若魚について解剖を

行い，成熟度や食性に関する若干の知見が得られ

たのでここに報告する．

　材料と方法

本報告に用いたヤリマンボウ 2 標本［サンプ

ルコードKimoKa-1，全長29.1 cm，帯前体長（PCBL, 

pre-clavus band length）14.3 cm；KimoKa-2，全長

20.1cm，帯前体長 10.1 cm］は，いおワールドか

ごしま水族館に保管されている．2 標本の詳細は

澤井・山田（2017）で報告したのでここでは省略

し た． 標 本 は 自 然 解 凍 し， 体 重（BW, body 

weight）は 1 g 単位まで，生殖腺重量（GW, gonad 

weight）は 0.01 g 単位まで計量した．本報告では

マンボウ属魚類 Mola で用いられている成熟度の

評価方法（中坪ほか，2007a, b）を参照し，重さ

基準の生殖腺体指数（GSI, gonad somatic index）

および長さ基準の生殖腺指数（GI, gonad index）

を次式より 0.001 単位まで求めた：GSI = GW (g) / 

BW (g) × 102；GI = GW (g) / PCBL (cm)3 × 104．本

種は胃の存在が不明確であるため，本報告では咽

頭後端から肛門までを「消化管」と定義し，消化

管長は 0.1 cm 単位まで計測した．消化管内容物

は肉眼的に観察した．

　結果と考察

成熟度　 ヤ リ マ ン ボ ウ 2 標 本（KimoKa-1, 

KimoKa-2）の計量結果は以下のとおりである：

KimoKa-1， 体 重 154 g， 生 殖 腺 重 量 0.02 g；

KimoKa-2，体重 61 g．KimoKa-2 の生殖腺は小さ

過ぎて調査時の体量計で計量できなかった．

KimoKa-1 の GSI は 0.013，GI は 0.068 で， 重 さ

基準の GSI に着目すると，体重に対する生殖腺

の割合が 0.013％しかないため，未発達と考えら

れた．KimoKa-2 はさらに体サイズが小さいため，

KimoKa-1 と同様に生殖腺は未発達と推察される

（Fig. 1）．そのため，2 標本とも生殖腺の外観か

ら雌雄を判別することはできなかった．これらの

結果は 2 標本の発育段階が若魚期であることを支

持するとともに（澤井・山田，2017），少なくと

も本種の帯前体長 14 cm 以下の個体は，生殖腺の
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外観から雌雄を判別することは困難であることが

示唆された．

食性　食性に関する調査は KimoKa-2 のみ行っ

た．本種の消化管は腹腔内で何重にも屈曲して長

く，KimoKa-2 の消化管長は 68.7 cm，帯前体長の

6.8 倍だった（Figs. 1, 2）．KimoKa-2 の消化管内

容物は消化物と思われるクリーム色や薄緑褐色の

粘液状物質のみで，肉眼的にわかる餌生物はみあ

たらなかった（Fig. 3）．本種の小型個体の食性に

関するこれまでの知見では，南大東島のカマスサ

ワ ラ Acanthocybium solandri（Cuvier, 1832） の 胃

内容物から得られた本種の帯前体長 3.7 cm の個

体は消化管長が帯前体長の 4.6 倍で底生のゴカイ

類を捕食，同じく帯前体長 7 cm の個体はカイメ

ン類を捕食していたことが知られている（矢部，

1950）．一般的な魚類の知見では，消化管長（腸長）

が長い魚種は植物食者とされ（岩井，2005），本

種の消化管長と帯前体長の比は植物食者の範囲に

入る．しかしながら，本種は植物食者であるとは

考えられておらず（山田ほか，2007），今後さら

なる食性の調査が必要である．

2006 年までに国内の水族館で飼育されたヤリ

マンボウの最長飼育記録は 43 日と短いため（鴨

川シーワールド，2010），本種の成熟度や食性を

はじめとした生態的知見を少しずつでも蓄積して

いくことは，本種の長期飼育への一助としても貢

献できるものと考えられる．
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Fig. 1. Internal organs of Masturus lanceolatus, sample code 
KimoKa-2 (20.1 cm total length, 10.1 cm pre-clavus band 
length, 61 g body weight). The arrow indicates gonad.

Fig. 2. A specimen of Masturus lanceolatus, KimoKa-2, and its 
digestive tract.

Fig. 3. Digestive tract contents of Masturus lanceolatus, 
KimoKa-2.



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 43, Mar. 2017

255

中坪俊之・川地将裕・間野伸宏・廣瀬一美．2007b．関東沿
岸域に回遊するマンボウ Mola mola の産卵期の推定．
水産増殖，55 (4): 613–618．

澤 井 悦 郎・ 山 田 守 彦．2017． 鹿 児 島 県 産 ヤ リ マ ン ボ ウ
Masturus lanceolatus 若 魚 の 外 部 形 態．Nature of 
Kagoshima，43: 249–252．

矢部　博．1950．ヤリマンボウの幼魚．日本水産学会誌，
16 (2): 40–42．

山田梅芳・時村宗治・堀川博史・中坊徹次．2007．東シナ海・
黄海の魚類誌．東海大学出版会，秦野．1262 pp.


